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問題 ・目的

　本実践は、筆者が学生ジ ョ ブ コ ーチ （以下、「学生 JC」）

として、就労継続支援 B 型を利用する知的障害のある成

人を対象に 、 京宿家の清掃業務につ い て の就労支援 （施

設外支援） したもの である。 支援実践および研究の 主な

目的は 3 点であっ た。1つ は、委託された業務を遂行、

成立させ るために、従来型 のジョ ブ コ
ー

チ作業と同様に、

対象者に おける作業遂行自立率を上げるこ とであっ た。

2 つ めは、知的障害の ある個人の 「キャ リア ア ッ プ」 の

た め の支援を行うこ とで あっ た。具体的 に は、個々 人 の

セ ル フ ・マ ネージメ ン ト行動 の形成と維持に向けた支援

を行うとともに
、 支援内容を検討する こ とであ っ た。3

つ めは、産 ・学 ・福祉の 連携としての 「施設外支援」 に

お い て、企業 （京宿家）と NPO （共同イ
！

喋 所） と協働

しながら、当事者の キ ャ リアア ッ プを前提と して継続的

就労の ために、第三 の セ クターと して大学 （学生 JC）
が どの ように機能して い ける かとい う、 連騁その もの の

可能性を検討する こ とで あっ た。

方法
対象者　共同作業所 （就労継続支援B型）を禾［J用する、知
的障害のある成人4名 （A さん、Bさん、　Cさん、　D さん）
で あ っ た。（D さ ん は本実践中は研修期間で あ っ た た め、
作業遂行自立遂行率を算出して い な い 。 ）
作業場所・内容　京宿家 （町家を改造した宿泊施設）1棟
分 の 清掃及び、リネ ン 交換、ベ ッ ドメイ キ ン グ、ア メニ

テ ィ の補充 ・セ ッ ティ ン グ等を行 っ た。

作業日時 週 3 回、隔日でお こ な っ た。 1 日あたり対象

者 2〜3名で作業を行い、平均で約 2 時間半かか っ た。

支援者　学生 JC が全作業遂行場面における直接支援 を

行 うとともに、閭接支援として、清掃前後に話し合い や

振 り返りを行う機会を設けた 。 これは対象者と支援者が

作業に関する具体的な話し合い をするために行 っ た。

標的行動　京宿家マ ネ
ージ ャ

ーに求め られ て い る作業

完成度に達する よう作業を遂行で きる こ とで あり、具体

的に は作業遂行自立率を高める こ とで あ っ た。また、学

生 JC が フ ェ イディ ングして も、最終的に対象者 だけで

作業を遂行で きる ように す る こ とで あ っ た。

独立変数　作業 の 内容を具体的に振 り返る こ とを 目的

として、振り返りシートを用 い た 「振 り返 りの機会」 を

設定 した こ とで あ っ た。

従属変数　作業遂行自立率の上昇であ っ た。また、作業

を遂行する中で要領よ く作業を進め る た め の 工夫点や改

善点の生起の有無であっ た。

デザイン AB デザイ ンを用い た。

　砿 鰐 対象者が行 っ た課題分析をもとに作成した

「作業工程表」を用 い て作業を遂行した。

　f？／KBL 期で用い た作業工程表を引き続き使用して

作業を行うと とも に、「振り返りシー
ト」を導入 し、作業

の内容を具体的に振 り返る機会を設けた 。 振り返りシー

トに は各清掃箇所につ き「今日頑張りたい こ と」「本日の

自己評価 （◎○△ × ）」「今日で きた こ と・頑張 っ たこ と ・

工夫点1 「次回頑張 りたい こ と」 を挙げる欄を設けた 。

結果 ・考察
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　　　 Figl．各対象者における作業遂行自立率の推移

　結果をFiglに示した。支援 の結果、各対象者に おい て

作業自立遂行率が上昇した （各フ ェ
ーズの平均作業自立

遂行率は、A さん ：BL期68．7％，介入期84，3％、　Bさ ん ：B
L期712％，介入期92，5％、Cさん ：BL期84，4％，介入期94，
8％ ）。 その他に も、作業の 中で 仕事を しやす くす る工夫
や効率よく作業を遂行するための 工 夫を対象者自らが提
案 し、それを実行する とい っ た様々なセル フ ・マ ネージ

メ ン トを通じたキ ャ リア アッ プがみられた 。 例えば 、
「振

り返りシート」を活用 し、記載事項を次回の清掃作業前
に確認し、そ の 日の 「今日頑張 りたい こ と」 を決め、作
業工程表の該当箇所にマ

ー
カ
ー

を引く対象者もい た 。

　今後の課題と して は、各対象者 に おい て本実践で形成
されたセ ル フ

・
マ ネージメン ト行動を般化させ 、作業者

同士で安定した作業遂行と完成度を維持する こ とが可能
となる環 竟の設定及び手続きの検討が挙げられた。
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